








 

小児期に発症するインスリン非依存型糖尿病(以下小児 NIDDM と略す)の長期経過予後につ

いての報告は少ない。欧米においては,小児 NIDDMの疫学の報告も少く,Leaks らや Melton

らの報告をみても,19 才以下で NIDDM と診断される症例は非常に稀とされている。 

 演者らは過去 13 年にわたって東京都の一部の地域の児童生徒の尿糖を検査して,約 100

例の小児 NIDDM を発見し,その臨床像,および内分泌機能にはかなりの個人差がみられるこ

とを経験している。そして比較的早期に眼底に細血管障害を示す症例もみられたので,小児

NIDDM の眼合併症の進展に及ぼす諸因子を研究し,特に臨床所見,耐糖能の経過，HLA 型と眼

合併症との関係を追求した。 


